
　平戸高校で、「平戸高等学校創立50周年記念講演
会」が開催されました。
　講演では、第64回全国高等学校サッカー選手権
長崎大会優勝メンバーの前川和也さん（元サッカー
日本代表）、青山達八さん（平戸市漁協）、浦上照彦
さん（俳優）、田中幸治さん（平戸市教委）、当時の監
督の西信幸先生、元監督の大久保明彦先生が登壇。
　全国の舞台に立った先輩たちの思い出や人生につ
いての話と、それを聴いた生徒たちとの質疑応答で、
会場は感動と笑顔に包まれました。

３ 平戸高校50年の歴史を偲んで10
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　平戸市内の小学校12校で、「スクールコンサー
ト」が開催されました。
　来年度長崎県で開催される「第40回国民文化祭、
第25回全国障害者芸術・文化祭」の普及啓発事業と
して、プロオーケストラの生演奏を聴き一緒に合唱
することで、小学生の芸術・音楽文化への関心を高
め豊かな心を育むものとして企画されました。
　小学生の皆さんは、長崎OMURA室内合奏団の
演奏や楽器の紹介など、興味しんしんで聴き入って
いました。

管弦楽の音色に触れて

　亀岡公園と平戸港交流広場で、「平戸南風夜風人
まつり～秋の陣～」が開催されました。
　このイベントは、平戸市内の踊りチーム「風神社
中」が中心となって開催しているもので、今回で19
回目を数えます。５年ぶりとなった今回は、全国か
ら18のよさこいチームが出演しました。
　亀岡神社での前夜祭では７チームが、平戸港交流
広場での本祭で全18チームが、秋の平戸で踊りを
披露し、田助ハイヤ節の総踊りでまつりを締めくく
りました。

秋の平戸で舞い踊る

　「日本スポーツマスターズ2024長崎大会」が開催
され、平戸市総合運動公園赤坂野球場で、軟式野球
競技の試合が行われました。
　この大会は、シニア世代のスポーツの祭典として
開催されているもので、フェアプレー精神で競い合
いながらスポーツに親しむことで、生きがいのある
社会の形成、健全な心身の維持・向上につなげるこ
とを目的としています。
　期間中、各県の代表のチームが平戸市に集結し、
熱戦を繰り広げました。

　生月町博物館・島の館で、「島の館コンサート」が
開催されました。
　平戸市では例年、地域資源PRのために教会など
でコンサートを開催していて、来年度長崎県で開催
される「第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸
術・文化祭」の普及啓発を兼ねて企画されました。
　2人組ユニット「BenBenPoron」の安田勝竜氏
（三味線）・夏川由紀乃氏（ピアノ）と、和太鼓デュオ
「黒拍子」の祝丸-Norimaru-氏（小鼓・笛）の圧巻の
演奏に、会場は大きな拍手に包まれました。

三味線・ピアノ・笛の競演社会人スポーツの頂点へ
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乳がんの早期発見を目指して

　10月の「ピンクリボン月間」に、平戸城、平戸オ
ランダ商館、幸橋がシンボルカラーのピンク色にラ
イトアップされ、乳がんの早期発見・早期治療の啓
発に取り組む、「ピンクリボン ひらど・AI．AI．AI」
主催の鑑賞会が平戸オランダ商館で開催されました。
　会長の山口幸代さんは「今年は啓発活動として会
員の乳がん体験などを掲載したリーフレットにリ
ニューアルしました。今後も検診受診、早期発見・
治療を推進し、いのちを守る活動を続けていきた
い」と述べました。
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１ 陶磁器から読み解く鄭政権

　平戸文化センターで、鄭成功生誕400周年記念講
演会「バーチャルトリップ鄭成功一族が見た景色」が
開催されました。
　東アジアの英雄・鄭成功の生誕400周年を記念し
て、中野地区まちづくり運営協議会が、「伊万里か
らアジアが見える」の著者であり国立台湾大学芸術
史大学院の坂井隆前教授を招き、考古学の観点から
鄭成功一族の功績をたどりました。
　また会場の後方では、鄭成功記念館が『「国性爺」
と「国姓爺」』と題し写真展を開催しました。
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　田平町の子育てひろばトコトコでパパのためのベ
ビーマッサージ教室が開催され、０歳児の赤ちゃん
とパパ４組８人が参加しました。
　パパが話しかけながらマッサージすると、赤ちゃ
んは手足を動かしながら、気持ちよさそうにかわい
い笑顔を見せてくれました。マッサージ後は育児の
悩みなど、意見交換が行われました。
　また、マッサージ教室の間に、ママのおしゃべり
会も開催され、同じ年の子どもを育てるママ同士で
交流し、ゆっくりとした時間を過ごしました。

３ 赤ちゃんと仲良くなろう！10
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